
転ばないように、苗を倒さないように前へ進む

柳田小　田植え体験

　5 月 10 日、農業の大変さや楽しさを学ぶ、県の「い
しかわ田んぼの学校推進プロジェクト」の一環で、柳
田小学校の 5 年生 14 人が柳田地内の田んぼで田植え
体験をしました。
　JA おおぞらの古谷誠治さんから植え方の説明を受
けた児童は、おそるおそる田んぼの中へ。泥まみれに
なりながら苗を植え終えた児童の顔には充実した笑顔
があふれていました。

ワークショップ　みんなで「丸木舟」をつくろう

脇に石斧の音が響く
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　猿鬼歩こう走ろう健康大会を前に、5 月 2 日、珠洲
警察署長ら 6 人が珠洲道路沿いの「かかし応援団」約
30 体に「交通安全」や「地域安全」と書かれた反射
材付きのタスキを掛けました。取り組みは大会で訪れ
るランナーやドライバーへ、着用や安全運転呼びかけ
を目的に行われたもので、署員は「反射付きタスキを
付けたかかしで交通安全を意識してくれれば」と話し、
大会の安全と成功を祈りました。

  んな付けよう！反射タスキ
反射タスキ着用キャンペーン

かかしの応援は、交通安全・地域安全も

　町教育委員会は真脇遺跡縄文館で、縄文人がイルカ漁などに使っていた丸木舟の製作を開始
しました。舟にするのは長さ約7.4 メートル、元口約80 センチ、末口約65 センチのスギの丸太で、
製作は講師に首都大学東京の山田昌久教授と大工の雨宮国広さんが携わり、4 月22 日から7 月
22 日まで行われます。

　初日は講演会に続きワークショップが開催さ
れ、県内外から約30 人が参加。石

せ き ふ

斧を使い縄文人と
同じ方法で丸太の上面を平らにする作業を体験し
ました。取り組みを知り東京から参加した学生は

「狙った場所に当てるのが大変で、なかなか削れな
い」と感想を述べ、重みのある当時の道具での作業
の難しさを体感した様子でした。

表彰を受ける南山さん

第114回能登杜氏自醸清酒品評会

　5月 7日、輪島人権擁護委員協議会能登部会の 7人が
松波小学校を訪れ、5年生 28人にサルビアの苗 100本
とプランター 30個を贈りました。
　植物を育てることを通じ、相手を思いやる心を育ん
でもらおうと行われている「人権の花」運動の一環です。
　児童を代表し鳴瀬凌

りょうた

大君がお礼の言葉を述べ「教え
てもらった美しい心を 5年生に、世界に広げていきた
い」と意気込みを語りました。

児童の手で丁寧に植えられたサルビアの苗

松波小　人権の花贈呈式

演奏会「のとキリシマツツジと尺八の音色」 知っているようで知らない町の魅力を紹介

能登高校で持木町長が「地域学」を講演

　5 月 9 日、能登高校で持木町長が講師を務める地域
創造基礎講座が開かれ、地域産業を学ぶ地域創造科の
1 年生 31 人が受講しました。講義では町の一次産業
を中心に、町で奮闘し活き活きと活躍する若者の姿な
どを紹介し、現状と将来像を説明。生徒はら真剣な面
持ちで耳を傾けていました。
　持木町長は最後に「ここでの学びが町や日本の課題
解決の力に繋がる」と呼びかけ、期待を寄せました。

11_NOTO＋2018.6

　石井の今正広さんの庭園「オープンガーデン八兵衛」
で４月 30 日、演奏会「のとキリシマツツジと尺八の
音色」が開催され、約 40 人が訪れました。
　宇出津出身の尺八奏者、川端夕山さんによる演奏や
石川吟詠会能登町支部のメンバーによる独吟や連吟が
披露され、来場者はライトアップされ幻想的な輝きを
見せる深紅のキリシマツツジを眺めながら音色に耳を
澄ませ、心豊かなひとときを過ごしました。

のとキリシマツツジ越しに奏者が見られる贅沢な空間

　4 月 25 日、26 日、能登杜氏が日本酒の出来映えを
競う品評会が珠洲商工会議所で開催されました。品評
会には能登杜氏 73 名が丹精込めて醸造した吟醸酒 122
点、普通酒 66 点が出品され、金沢国税局鑑定官らに
よる香りや味の審査が行われました。
受賞者　▽吟醸酒　石川県杜氏振興協議会長賞　南山
幸男＝布浦＝、珠洲市長賞　又木一彦＝白丸＝　▽普
通酒　輪島税務署長賞　四家裕＝藤ノ瀬＝

真

み

 を取られないように足

いやりの心を育む思

塩にかけた酒を持ち寄る手

 域資源を学ぶ地

 紅の花と豊かな時間を深

勢いよく振り下ろされる石斧。リズミカルな音が響く

作
業
前
に
参
加
者
で
記
念
撮
影
。

期
待
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
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募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
6
月
15
日
㊎
ま
で

■
対
象
住
宅

城
野
住
宅　

宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

・
13
号
棟
32
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
８
，７
０
０
円
～
２
７
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
３
，
０
０
０
円
）

・
19
号
棟
60
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
２
１
，０
０
０
円
～
３
１
，３
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
８
，
３
０
０
円
）

桜
木
住
宅
　
鵜
川
30
字
1
番
地

・
１
号
棟
１
１
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，９
０
０
円
～
２
３
，６
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
５
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
２
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，９
０
０
円
～
２
３
，７
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
６
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
２
３
号
、
２
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，６
０
０
円
～
２
９
，１
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
０
０
０
円
）

九
十
九
団
地
　
小
木
3
丁
目
8
番
地

・
3
―
２
号
、
３
―
３
号
、
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
４
，０
０
０
円
～
２
０
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
２
，
１
０
０
円
）

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

姫
団
地　

姫
3
丁
目
36
番
地

・
1
号
棟
２
０
７
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
2
５
，０
０
０
円

■
入
居
可
能
日
…
７
月
１
日
㊐

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
次
の
基
準
内

城
野
、桜
木
、九
十
九
…
１
５
８
，
０
０
０
円

（
裁
量
世
帯
２
５
９
，
０
０
０
円
）
以
下

姫
…
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
し
込
み
者

が
60
歳
以
上
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も

が
60
歳
以
上
、
ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
」「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

事
故
住
宅
…
住
戸
内
等
に
お
い
て
人
身
事
故

の
発
生
し
た
住
宅
や
、
孤
独
死
で
発
見
が
遅

れ
た
等
の
住
宅
で
す
。
入
居
さ
れ
る
ま
で
に

は
補
修
を
行
い
、
使
用
に
お
い
て
は
他
の
住

宅
と
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
原

因
等
に
つ
い
て
は
記
載
以
外
の
こ
と
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
居
後
、
事
故
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
理
由

問うみとさかなの科学館☎ 62-4655

うみとさかなの科学館６月の教室

受付時間 午前 9 時 30 分～ 11 時 /
　 午後 1 時～ 3 時 30 分
毎週月曜日休 館 日

かざぐるま 工作

うみさかの企画展

七夕 工作

遊びにきてね♪

　

能
登
町
町
会
区
長
会
連
合
会
の
永
年
在
職

者
表
彰
式
が
5
月
16
日
、
や
な
ぎ
だ
荘
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
行
政
と
住
民
を

つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
う
町
内
会
長
や
区

長
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
た
方
の
業
績
を
称

え
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
13
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
は
住
民
自
治
の
組
織
活
動
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
、「
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
へ
、

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
受
賞
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

▽
在
職
20
年　

寺
西
喜
久
次（
豊
ヶ
丘
区
長
）

▽
在
職
15
年　

小
杉
八
郎
（
神
出
町
区
長
）

▽
在
職
10
年　

妹
石
武
吉
（
谷
屋
区
長
）
矜

田
泰
春
（
波
並
区
長
）
山
本
勉
（
久
田
区
長
）

小
田
宏
男
（
大
箱
区
長
）　

▽
在
職
5
年　

馬
場
等
（
馬
場
出
町
区
長
）

井
上
太
（
爼
倉
区
長
）
小
浦
政
博
（
錦
町
町

会
長
）
石
橋
敏
郎
（
上
出
町
町
内
会
長
）
小

坂
智
（
第
１
八
幡
町
町
内
会
長
）
大
平
利

春
（
元 

十
八
束
町
内
会
長
）
角
口
貴
幸
（
元 

明
野
町
内
会
長
）

ニ
ュ
ー
ス

長
年
の
地
域
振
興
に
感
謝

町
会
区
長
会
永
年
在
職
者
表
彰永年在職表彰を受けた皆さん

訓練大会選考会に出場した隊員

ニ
ュ
ー
ス

県
消
防
救
助
技
術
訓
練
大
会

　
　
　
　
　
　
　

選
考
会
結
果

　

5
月
10
日
、
消
防
本
部
（
輪
島
市
）
で
、

県
消
防
救
助
技
術
訓
練
大
会
の
選
考
会
が
行

わ
れ
、
能
登
消
防
署
の
救
助
隊
員
21
名
が
出

場
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
県
消
防
学
校
で
6

月
5
日
に
開
催
さ
れ
る
大
会
に
、
奥
能
登
広

域
圏
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

選
考
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部
①
垣
内
卓

史
、
③
水
元
佑
哉
▽
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の

部
①
能
登
消
防
署
Ｃ
（
山
崎
拓
斗
・
中
谷
槙

佑
）
▽
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
の
部
①
能
登

消
防
署
Ａ
（
川
本
康
太
・
善
野
功
太
・
水
島

侑
希
・
曽
良
順
平
）
▽
は
し
ご
登
は
ん
の
部

②
石
倉
大
暉

　

精
神
科
医
師
が
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
を
目
的
に
講
話
を
行
い
ま
す
。講
話
後
、

ご
希
望
に
応
じ
て
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
個

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所

開
催
日

場
所

６
月
27
日
㊌

上
町
公
民
館

９
月
26
日
㊌

神
野
公
民
館

11
月
28
日
㊌

不
動
寺
公
民
館

平
成
31
年
２
月
27
㊌

秋
吉
公
民
館

時
間　

14
時
半
～
16
時

講
師　

平
松
茂
医
師
（
公
立
能
登
総
合
病
院 

精
神
セ
ン
タ
ー
長
）

※
個
別
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相

お
知
ら
せ

認
知
症
講
話
・
専
門
相
談
会

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
福
祉
課
）

☎
（
72
）
２
５
１
３

と
し
て
他
の
住
宅
へ
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
充
分
ご
理
解
の

上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
３
０
４

　

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登
で
、

福
祉
の
仕
事
や
資
格
取
得
、
職
場
体
験
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

6
月
19
日
㊋　

13
時
半
～
15
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
登

※
他
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
他
の
日
時
で
出

張
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
福
サ
ポ
い
し
か
わ
）

☎
０
７
６
（
２
３
４
）
１
１
５
１

お
知
ら
せ

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
出
張
相
談

ニ
ュ
ー
ス

夏
野
菜
の
収
穫
が
楽
し
み
だ
ね

松
波
小
農
業
体
験

　

５
月
９
日
、松
波
小
学
校
２
年
生
16
人
が
、

小
学
校
の
畑
で
夏
野
菜
の
苗
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
ら
は
、
Ｊ
Ａ
う
ち
う
ら
の
真
智

達
郎
さ
ん
か
ら
苗
の
植
え
方
を
聞
い
た
後
、

一
列
に
並
び
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
ナ

ス
の
苗
を
そ
れ
ぞ
れ
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

体
験
は
、
土
と
ふ
れ
あ
い
、
苗
植
え
や
水

や
り
を
通
じ
て
、
自
然
の
恵
み
と
働
く
こ
と

の
大
切
さ
を
体
験
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
食
事
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「美味しく大きくなってね」と丁寧に植える児童

事前の申し込みが必要です
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続☆星のささやき

「ヘルクレス座の球状星団 M13」 満天星へのお誘い

　満天星の大型望遠鏡を
使うと、様々な天体が観
察できます。特に星雲や
星団など、暗くて淡い天
体に威力を発揮します。
中でも「球状星団」と呼
ばれる天体は、星々が無
数に集まっている様子が
美しく、人気があります。
これからの季節は、北半球から見られる球状星団では最も大き
い「M13」が見頃です。
　球状星団は太陽のように自ら輝く「恒星」の大集団です。誕
生したのは、この宇宙が始まって間もない頃と考えられます。
我々の太陽の年齢は約 50 億歳ですが、こちらは 100 億歳以上
の高齢の星の集団なのです。また銀河系の中心から離れた位置
に分布するため、地球から遠い距離があります。M13 は比較
的近い方ですが約 2 万 2 千光年離れています。 

M13= 満天星撮影 =

☆木星を見る会
日時　6 月 9 日、23 日　21:00 ～ 22:00
　　　（曇雨天中止）
対象　高校生以上
料金　300 円
その他　定員 5 名、要予約

☆プラネタリウムの星空を撮影しよう
　星空と一緒に記念撮影をして、ちょっと
した思い出を作ってみませんか？
日時　6 月 16 日、17 日、23 日、24 日　
　　　16:00 ～ 17:00
料金　大人 500 円、小中学生 300 円、幼
　　　児無料
その他　各回１組、要予約。詳細は満天星
　　　　 公式ホームページをご覧ください。

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
4月15日～5月14日

件　　　　　　名 場　所 担当課 契約額 落札者

平成 30 年度　能登町指定ごみ袋購入 越 坂（ 内 浦 ク リ ー
ンセンター） 住民課 9,625,176 円 蒲田金物店

平成 30 年度　消防施設等整備事業　小間生分
団消防ポンプ自動車購入 上町（能登消防署） 消防 19,440,000 円 長野ポンプ㈱

山に入るときはご注意
松くい虫防除薬空中散布

　松くい虫の被害を防ぐため、ヘリコプターによ
る防除薬剤空中散布を行います。
　気象条件や航空会社の都合などにより、散布日
時を変更する場合がありますので、ご理解をお願
いします。
空中散布予定日
6 月 5 日㊋
散布地区
高倉・宇出津・三波・鵜川・小間生・桐畑・合鹿・上・
滝之坊・福光・明生地区

注意事項
①散布中は、散布区域内や周辺に立ち入らないでく
ださい。自動車での乗り入れもしないでください。
②散布中、周辺地域にお住まいの人は窓を閉め、洗
濯物やペットなどを外に出さないでください。
③散布区域周辺で飼養している家畜は畜舎に係留
し、区域内の飼料は 4 週間程度与えないでください。
④散布区域内の山菜や山水は、4 週間以上経過する
まで口にしないでください。
⑤散布区域内に入るのは、2 週間以上経過してから
にしてください。

　関西に住んでいた親戚の勧めで昭和 40 年に兵庫県の警察官を拝命し、在

職中は大半を交通業務に従事。警察署 4 署で交通課長を歴任し警部として

平成 17 年に退職するまでの 40 年間、地域の安全や安心の確保にあたって

きました。警察本部在籍中は、交通事故多発地点を減らすべく、道路管理者

と協議し交通規制や各種交通安全対策を行い事故の減少に大きく寄与。「事

故が大幅に減少したのが嬉しかった」と久保さんは振り返りました。明石海

峡大橋開通にともなう天皇皇后両陛下視察の交通対策責任者を務めたほか、

都市部で蔓延していた違法駐車対策においても陣頭指揮にあたり問題を解

消、功績が認められ警察庁長官賞を受賞しました。

　能登町では、これまでに培った経験を生かし警察署で免許更新時の講師や

区長を務められ、現在は山田郷戦没者慰霊祭の会長として活躍されています。

瑞宝単光章

久保秋雄さん

＝柿生

春の叙勲 春の叙勲が発令され、
能登町では久保秋雄さ
んが受章されました。

日本でも世界でも数多く生まれ、

広く楽しまれているボードゲー

ム。子どもから大人まで一緒に楽

しめる今まで見たこともないよう

なゲームがたくさん揃いました。

　勝敗を楽しく競い合うだけでなく、

プレーヤー同士で生まれる会話やリア

クションの個性など、人と人とのコミュ

ニケーションも楽しめます。初対面同

士でもあっというまに引き入れるゲー

ムの力はコミュニティーづくりなどに

ボードゲームでワイガヤ！
「コンセールのと」で楽しもう

も役立つとされるなど、可能性に注目

が集まっています。

■ボードゲームで遊ぶのは！
　図書館の受付で、やってみたいゲー
ムを借りて、コンセールのライトコー
トの丸テーブルで楽しんでください。
終了後は、図書館に返却してください。

18 種
そろったよ

申込先・詳しくは問のと海洋ふれあいセンター
☎ 74-1919、FAX74-1920
E-mail：nmci@notomarine.jp

のと海洋ふれあいセンターのプログラム

磯のサカナを
つかまえよう！

磯にはたくさんの魚たちがすんでいます。つかまえ
てじっくり観察してみよう！
日時　6 月 16 日㊏　13:30 ～ 15:30
定員　20 人（事前にお申し込みください）
対象　特に制限はありません。小学校低学年以下の
　　　方は保護者同伴でお願いします。
持ち物　動きやすい服装、着替え、タオルなど
場所　のと海洋ふれあいセンター海の自然体験館、
　　　磯の観察路
費用　小学校 5 年生以上の希望者はウェットスーツ
　　　を着用可、その場合は使用料として 300 円
　　　（高校生以上は入館料 200 円が別途必要）

スノーケリング指導者研修会

日時　6 月 23 日㊏　13:30 ～ 16:00
対象　高校生以上の方でスノーケリングの
　　　基礎技術を有する方
定員　20 人
参加費　1200 円（器材所有者は 200 円）

スノーケリングの器材の使用法や磯の動植
物の観察方法などを実技を交えて解説。事
業の指導者を養成します。

平成30年度 第1回
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6 月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾☎ 0768-84-5282
（ひかり電話のため局番が「84」です。）

受付時間　㊊～㊏の 16:00 ～ 22:00

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

役場↓

↑柳田

鳳寿荘↑

　塾生の保護者や入塾を考えて
いる方は、授業見学随時可能で
す。お気軽にご相談ください。

受講対象者 月 火 水 木 金 土

全学年 16:00 ～ 22:00　自立学習解放

14:00～22:00
自立学習解放

高校生 19:30 ～ 22:00
学習面談日

20:00 ～ 21:00
特別講義

中学生・発展 19:30 ～ 21:00
一斉演習日※①

中学生・基本   19:30 ～ 21:00
一斉演習日※①

小学 4 ～ 6 年生 16:00 ～ 18:00　一斉演習日※②

※①…中学生の一斉演習日は、学習効果向上を目的に習熟度別に発展・基本の 2 クラスに分け全学年合同で実施。クラス
分けは入塾時のテスト結果で判断。入塾後もクラス分けテストを定期的に行い、随時クラスの入れ替えも実施。※②…小
学生は㊋・㊌のどちらかを選択。
■開塾時間：月曜～金曜 16:00 ～ 22:00、土曜 14:00 ～ 22:00（日曜・祝日は閉館）
■毎月 29 日～ 31 日は授業を原則休講。自律学習開放は行っています。
■小中学生は各クラスごとに定員有り。定員になり次第募集を停止します。 　まちなか鳳雛塾には

　駐車場がありません

!  5 月 7 日 か ら 開 塾 時 間・
時間割が変わりました。  

まちなか鳳雛塾で検索 !!
https://hosujuku.wixsite.com/machinaka

能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

面談で塾生の効率の良い学びをサポート
新年度スタートから早 2 ヶ月　それぞれの目標に向かって・・・

　新年度が始まって早くも 2 ヶ月が経とうとしています。4 月
の初めにはまだ見慣れなかった新入生たちの真新しい制服姿
も、今ではすっかり様になってきました。
　まちなか鳳雛塾では、現在小 4 ～高 3 まで約 60 名の塾生が
在籍しています。先月から時間割をリニューアルしましたが、
それによって塾生との面談時間をより多く設けられようになり
ました。面談を通して塾生ごとに学習計画を立て、それぞれの
目標に向かって日々学習に取り組んでいます。
　進路実現のために必要なのは、ただやみくもに勉強すること
ではなく、自分に必要な勉強を把握し、目標を定めて計画的に
学習していくことです。今後も定期的な面談を通して、計画的
な学習を習慣づけていけるようにサポートしていきます。

塾生の学習状況
をスタッフがヒ
ア リ ン グ し、 学
習計画を立てて
いきます。

計画をもとに学習に
取 り 組 む 能 登 高 校
生。みんな真剣です。

中学生一斉演習。演習日以外の
日も塾に来て、自律学習に取り
組む塾生が増えています！

　能登町の皆様はじめまして！４月から能

登高校魅力化プロジェクトに参画していま

す。教育で町の未来を活性化しようとする

この取り組みに魅力を感じ、家族で能登町

に移住することを決断しました。能登には

13 年前から田舎体験プログラムの継続運

営を通してご縁をいただき、ずっと深い愛

着を感じていたので、この町に住むことが

できてとても幸せです。能登には豊かで美

しい自然があるとともに、過疎化・少子化

を始めとするたくさんの課題を身近に抱え

ていることも現実です。ですがそれらこそ

が未来を生き抜く子どもたちにとって必要

とされる「課題解決力」を育む最良の素材

だと考えています。町の子どもたちの学び

が一層深まっていくように微力ながら頑張

りますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。

　普段の楽しみは我が家の男児たちと遊ぶ

こと、それとサッカー観戦です。こちらで

テレビ観戦でもプレーでも、サッカー好き

の方がいればぜひ一緒に楽しみたいです。

新スタッフ着任のごあいさつ

　昭和 49 年兵庫県
神戸市生まれ。埼玉
県立川越高等学校→
慶應義塾大学商学部
卒。大学卒業後、日
本ガイシ ( 株 ) を経

て ( 株 ) ベネッセコーポレーションに入
社し、主に社内シンクタンクであるベ
ネッセ教育総合研究所にて子どもや保
護者、教員を対象にした調査や、学習
心理学の知見に基づいた学習法研究な
どに従事。６歳と１歳の男子の父親。

木
き む ら

村 聡
さとし

集
め
て
粘
着
力
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あ
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か
た
ま
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を
作

り
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。
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や
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な
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の
状
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然
を
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ま
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た
く
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れ
な
い
わ
け
で
す
。

　

現
在
の
フ
ツ
ナ
島
に
は
新
し
い
漁
具
や

Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
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ッ
ク
）
の

エ
ン
ジ
ン
付
き
ボ
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が
入
っ
て
お
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、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
漁
法
も
刷
新
さ
れ
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い

ま
す
。
し
か
し
、
使
用
す
る
道
具
が
変
わ

っ
て
い
っ
て
も
、
自
然
を
読
む
力
が
必
要

な
こ
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は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

　　

と
こ
ろ
で
里
海
研
で
は
昨
年
度
、
イ
カ

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
イ
カ
の
ほ
ん
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
内
容
は
生
き
物
と
し
て
の

イ
カ
、
能
登
か
ら
み
る
イ
カ
釣
り
漁
の
し

く
み
や
歴
史
、
食
文
化
に
つ
い
て
で
す
。

特
に
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、

イ
カ
釣
り
に
関
す
る
漁
具
、
船
、
漁
法
の

変
遷
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
進
取
の
気
質

に
富
ん
だ
漁
師
さ
ん
た
ち
の
挑
戦
、
自
然

と
の
知
恵
く
ら
べ
の
一
端
と
し
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所　

木
下
靖
子
）

海
と
つ
き
あ
う
暮
ら
し

　

私
は
も
と
も
と
、
自
分
が
住
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で
い
る

と
こ
ろ
と
は
違
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ど
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ら
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海
と
つ
き
あ
う
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ら
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を
し
て
い
る
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た
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然
の
ち
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と
し
た
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と
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も
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感
で
す
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風
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潮
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潮
の

流
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、
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に
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な

る
漁
場
の
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、
海
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の
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形
、
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の
生

物
の
行
動
の
特
徴
、
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い
う
よ
う
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な
情
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組
み
合
わ
せ
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で
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最
適
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導
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と
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知
恵
く
ら
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い
る
よ
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に
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え
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す
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能
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。

　

フ
ツ
ナ
島
の
人
た
ち
は
、
季
節
ご
と
に

20
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え
る
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組
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せ
て
魚
介

類
を
獲
り
ま
す
。
伝
統
的
な
漁
法
で
は
、

必
要
な
道
具
は
す
べ
て
島
に
あ
る
も
の
で

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
植
物
の
根
を
使

っ
て
つ
く
る
籠
に
餌
を
仕
掛
け
て
獲
る
イ

セ
エ
ビ
籠
漁
、
魚
に
効
く
毒
を
持
つ
植
物

を
つ
か
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
の
魚
を
獲
る
魚
毒

漁
、
松
明
の
明
か
り
や
集
魚
灯
に
集
ま
る

ト
ビ
ウ
オ
を
獲
る
ト
ビ
ウ
オ
漁
と
そ
の
ト

ビ
ウ
オ
を
餌
に
マ
グ
ロ
な
ど
大
型
の
回
遊

魚
を
狙
う
釣
り
漁
が
あ
り
ま
す
。
変
わ
っ

た
も
の
で
は
、
あ
る
種
類
の
ク
モ
の
巣
を

う
す
に
共
通
す
る
点
を
感
じ
ま
す
。

　

各
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然
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す
る
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ら
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、
そ
の
よ
う
に

自
分
で
経
験
し
て
得
た
知
識
が
不
可
欠
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　　

私
が
訪
ね
た
南
太
平
洋
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国
の
フ
ツ
ナ
島
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
フ

ツ
ナ
島
は
一
番

近
い
隣
の
島
で

も
70
㌔
ほ
ど
離

れ
て
い
ま
す
。

現
在
フ
ツ
ナ
島

に
住
む
人
た

ち
の
祖
先
は
、

１
０
０
０
年
ほ

ど
前
の
昔
、
海

の
向
こ
う
か
ら

Vol.5

能
登
里
海
教
育
研
究
所

能
登
か
ら
世
界
へ

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う 「
里
海
研
」

自
然
と
の
知
恵
く
ら
べ

い
ろ
い
ろ
な
漁
法

イセエビを獲る籠。水深
1メートルほどに仕掛ける

4
、
5
人
乗
り
の
カ
ヌ
ー

で
外
洋
に
出
る

能
登
の
漁
師
の
知
恵『
イ
カ
の
ほ
ん
』

「イカのほん」の
情 報 は 、 里 海 研
の Facebookでお
知らせします。

問能登里海教育研究所☎ 74-1017
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　住民課☎62-8500
　　(環境対策)☎62-8507
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （児童保育）☎72-2512
　  （医療介護）☎72-2502
　  （福祉庶務）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （包括支援）☎72-2513
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509
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今月の納期　7月2日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

１
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

「
仮
住
い
の
家
」
候
補
物
件
＆

石
川
県
初
！
「
移
住
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

町
定
住
促
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
は
平
成
27
年
に
設
立
以
来
、
人

口
減
少
対
策
と
し
て
、
集
落
の
活
動
維
持
・
活
性
化
を
第
一
優
先
と
し
て

活
動
。
お
か
げ
さ
ま
で
58
世
帯
96
名
の
移
住
者
が
暮
ら
し
始
め
て
い
ま
す
。

募
集
開
始

　

平
成
28
年
度
か
ら
協
議
会
が
空
き
家
を
借

り
上
げ
、
整
備
・
改
修
し
、
移
住
希
望
者
に

貸
し
出
す
事
業
を
行
っ
て
お
り
、「
能
登
暮
ら

し
体
験
の
家
」
２
棟
と
「
仮
住
い
の
家
」
５

棟
を
整
備
し
、
移
住
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
15
～
20
世
帯
の
移
住
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
賃
貸
の
す
ぐ
に
入
居
で
き
る

住
ま
い
が
少
な
く
、
移
住
開
始
で
き
な
い
方

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
も
さ
ら
に
空

き
家
を
整
備
・
改
修
し
、
移
住
者
に
提
供
す

る
た
め
、「
仮
住
い
の
家
」
と
し
て
借
り
上

げ
て
整
備
す
る
物
件
を
募
集
し
ま
す
。

■
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

・
申
請
者
に
つ
い
て

①
対
象
物
件
と
土
地
の
相
続
手
続
き
が
完
了

し
て
お
り
、申
請
者
の
登
記
に
な
っ
て
い
る
。

（
共
有
物
件
の
場
合
は
書
面
に
よ
る
共
有
者

の
同
意
が
必
要
）

②
町
税
等
の
滞
納
、
破
産
手
続
（
更
生
、
再

生
含
む
）、
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
。

・
物
件
に
つ
い
て　

※
土
地
含
む

①
現
時
点
で
居
住
可
能
で
あ
り
、
雨
漏
り
、

床
、
天
井
、
獣
害
、
屋
根
裏
等
の
構
造
体
に

つ
い
て
修
繕
の
必
要
が
な
い
。

②
強
制
執
行
（
仮
差
押
え
、
仮
処
分
、
担
保

権
）
さ
れ
て
お
ら
ず
、
抵
当
権
等
が
な
い
。

■
借
り
上
げ
に
関
す
る
要
件

①
契
約
期
間
は
５
年
間
を
基
本
と
し
、
契
約

終
了
後
は
原
状
復
帰
（
経
年
劣
化
以
外
）
を

行
い
、
申
請
者
に
返
却
し
ま
す
。

②
年
間
賃
料
は
対
象
物
件
と
土
地
の
固
定
資

産
税
相
当
額
と
し
、
年
度
末
に
一
括
し
て
お

支
払
い
た
し
ま
す
。
賃
料
以
外
（
敷
金
・
礼

金
等
）
は
一
切
お
支
払
で
き
ま
せ
ん
。

③
改
修
箇
所
は
事
前
に
相
談
し
、
了
承
を
得

た
後
に
予
算
内
で
改
修
を
行
い
ま
す
。

④
契
約
期
間
中
に
雨
漏
り
、
床
、
水
回
り
の

配
管
等
、
構
造
上
の
不
具
合
や
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
費
用
は
負
担
で
き
ま
せ
ん
。

■
仮
住
い
の
家
申
請
期
間

平
成
30
年
７
月
17
日
㊋
ま
で

　

今
年
度
か
ら
移
住
希
望
者
の
移
住
体
験
受

入
れ
を
強
化
す
る
た
め
、
協
議
会
職
員
と
共

に
移
住
希
望
者
の
移
住
体
験
受
入
対
応
を
行

う
「
移
住
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
事
業
を
行

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
移
住
希
望
者
が
滞
在
し

て
い
る
間
、
受
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

①
能
登
町
に
移
住
後
、
10
年
以
内
の
移
住
経

験
者
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
）

②
子
育
て
世
帯
（
幼
児
〜
小
中
学
生
）
も
し

く
は
移
住
創
業
・
起
業
者
（
継
業
含
む
）

③
１
泊
２
日
〜
２
泊
３
日
程
度
の
受
入
が
可

能
で
あ
り
、
寝
食
を
提
供
可
能
（
体
験
の
家

も
活
用
可
能
、
食
事
は
普
段
通
り
の
内
容
）

④
２
名
〜
５
名
程
度
の
宿
泊
を
す
る
部
屋
や

寝
具
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

⑤
町
内
案
内
や
交
流
な
ど
の
移
住
生
活
体
験

を
提
供
可
能
で
あ
り
、
帯
同
す
る
時
間
を
確

保
で
き
る
。

⑥
居
住
エ
リ
ア
の
町
内
会
長
や
区
長
等
に
了

承
を
得
て
い
る
。

■
移
住
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
関
す
る
要
件

①
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
入
時
に
、

謝
金
を
お
支
払
し
ま
す
。（
協
議
会
規
定
に

よ
る
）

②
日
中
は
協
議
会
職
員
が
空
き
家
紹
介
や
仕

事
見
学
等
を
行
う
の
で
、
食
材
の
買
物
（
調

達
）
や
料
理
な
ど
を
移
住
希
望
者
と
行
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
自
宅
に
受
け
入
れ
が
難
し
い
場
合
は
、
能

登
暮
ら
し
体
験
の
家
（
小
間
生
・
小
木
）
を

拠
点
に
活
用
可
能
で
す
。
そ
の
場
合
は
就
寝

を
共
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
移
住
生
活
体
験
と
し
て
、
普
段
子
供
に
提
供

し
て
い
る
自
然
体
験
を
提
供
で
き
れ
ば
尚
可

⑤
受
け
入
れ
終
了
後
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
い

た
だ
き
ま
す
。

■
移
住
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
申
請
期
間

随
時
受
付
中

各
申
請
・
問
合
せ
先

能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
（
能
都
庁
舎

2
階
）
☎
（
62
）
０
２
６
０

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
各
種
注
意
事
項
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
事
務
局
に
お
越
し
の
際

は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
仮
住
い
の
家
」

「
移
住
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

【能登暮らし体験の家・小間生】
「能登暮らし体験の家」は小間

生・小木に。「仮住いの家」は
中斉・神和住・寺分・宇出津・
小木にあります。

野生鳥獣の捕獲には狩猟免許が必要です

平成 30 年度狩猟免許試験のご案内
免許の種類
　網猟、わな猟、第 1 種銃猟（装薬銃）、
　第 2 種銃猟（空気銃）
提出書類
　①狩猟免許申請書　②医師の診断書
　③写真　④返信用封筒及び 82 円切手
　⑤手数料（県証紙　5,200 円分）
申請期間・試験日・会場
新規免許取得

申請期間 試験日・会場 事前講習会
5 月 17 日～

6 月 11 日
6 月 25 日 10 時～
石川県庁行政庁舎

6 月 17 日 9 時～
県地場産業振興センター

6 月 29 日～
7 月 25 日

8 月 8 日 10 時～
七尾サンライフプラザ

7 月 29 日 9 時～
七尾サンライフプラザ

8 月 6 日～
8 月 31 日

9 月 16 日 10 時～
県地場産業振興センター

9 月 9 日 9 時～
県地場産業振興センター

平成 31 年
1月11日～2月8日

平成 31 年 2 月 24 日 10 時～
七尾サンライフプラザ

平成 31 年 2 月 16 日 9 時～
七尾サンライフプラザ

問県奥能登農林総合事務所管理部（のと里山空港ターミナルビル 3 階）　
☎ 0768-26-2322　

皆
さ
ん
の
考
え
を

お
気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ
い

問
議
会
事
務
局
☎
（
62
）
８
５
４
０

6 月も
熱中症に
ご注意！

　熱中症の発生は 7 ～ 8
月がピークですが、6 月
も暑い日は要注意。声を
かけあって、熱中症を予
防しましょう。

予防のポイント　
①飲み物を持ち歩く 
②温度に気を配る 
③適度に休息
④食事を十分に


